
令和７年度動物愛護センター獣医師体験研修について

令和８年５月２８日
秋田県生活環境部生活衛生課

令和７年８月、県内の高校生とその保護者を対象に、動物愛護センターにおいて公衆衛生獣医師の

体験研修を開催しました。その概要は以下のとおりです。今回で２回目となりますが、参加者全員から
「とても参考になった」との声をいただきました。

この体験を機に、将来、秋田県内の公衆衛生獣医師として活躍することを期待しています。

１ 目 的 ： 公務員（公衆衛生）獣医師の業務内容や魅力をPRするとともに、本県への就職を条件
とした修学資金制度等を参加者へ周知し、獣医大学入学後の修学資金の給付・貸与を
推進し獣医師職員の確実な採用に繋げる。

２ 日 時 ： 令和７年８月８日（金） ９：００～１７：００

３ 場 所 ： 秋田県動物愛護センター（秋田市）

４ 参加者 ： 高校生の親子８組１６人
（６高校：能代、秋田、秋田北、秋田高専、聖霊、横手）

５ 主催等 ： 主催 秋田県（生活衛生課）
協賛 公益社団法人秋田県獣医師会

６ 概 要 ：

（２）体験研修スケジュール

9:00   動物愛護センター集合
9:15 研修の概要説明
9:30 保健所・動物愛護センター・食肉衛生検査所の業務説明

獣医師紹介の動画視聴
11:30 施設見学
12:00 昼食・休憩
13:00 公衆衛生獣医師体験

①保健所ブース
②動物愛護センターブース
③食肉衛生検査所ブース

15:00  命の教室、犬の馴化トレーニング等
15:30 若手獣医師のアドバイス
16:00 修学資金制度の説明
16:40 質問、まとめ
17:00 研修終了

（１）参加した高校生の声（参加後アンケートから）

・これまで公務員、公衆衛生獣医師についてよくわからなかったが、今回の体験で視野が広がった。
・将来の進路がこれまで以上に増え、進路を決めるためのとても重要な時間になった。
・施設見学や職業体験等を通して、獣医師のいろいろな仕事内容を知ることができた。
・獣医師になるための進学先や修学資金制度について、詳しく教えてもらうことができた。
・体験で学んだことを参考に、今後大学で研究をしてみたいと思った。
・獣医師として様々な仕事があると知り、今回の体験を参考に自分がやりたい仕事を探していきたい。



動物愛護センター施設見学

体験研修

①保健所ブース：手洗いチェッカーによる手指の汚染度検査・食品の水分活性検査等

②動物愛護センターブース:
マイクロチップ装着・レントゲン検査・超音波（エコー）検査・手術縫合体験・
猫の心音聴診等

各ブースに分かれ、動物愛護センターだけではなく、保健所や食肉衛生検査所に勤務
している獣医師の仕事を体験しました。若手職員が業務内容をわかりやすく伝えるた
め、工夫をして実施しました。

③食肉衛生検査所ブース：顕微鏡操作体験・標本展示・と畜検査装備品の展示等

体験の最中、高校生や
保護者の方々からいただ
いた多様な質問に対し、
職員が丁寧に回答しまし
た。

一般開放されていないバックヤードも含め、施設全体の
見学を行いました。



若手獣医師のアドバイス（質疑応答）

質問（抜粋）
・公務員獣医師の女性の割合は？
・動物病院と違う良い点、やりがい、魅力は？
・進学先の選び方、進学するための勉強方法は？
・仕事をする上でのメンタル面の保ち方や気持ちの切替え方は？
・働いている中での、自分の時間の作り方は？

修学資金制度の説明 県内の獣医師数や勤務状況、私立獣医大の学費や修学資金等
についての説明を行いました。

県では、公衆衛生獣医師だけではなく産業動物業務に従事する獣医師の体験
研修（農林水産部主催）も開催します。
獣医師を目指す高校生の皆さん、是非、御参加ください。

(秋田県生活環境部生活衛生課）

若手獣医師が高校生の質問に答えるとともに、
公衆衛生獣医師としての視点からアドバイス
を行う座談会を行いました。

秋田県の高校生向けの地域枠獣医師修学資金は
以下の２種類があります。
〔農林水産部（産業動物）・生活環境部（公衆衛生）〕

①【高校生A】地域枠産業動物獣医師養成確保事業
②【高校生B】獣医師修学資金給付事業

詳細はこちらから https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/33970


